
印度學佛教學研究第48巻 第1号 平成11年12月 (201)

ゲル ク派 による二種のコラムパ批判書

小 林 守

1ツ ォ ン カ バ(1357-1419)は 顕 密 に わ た っ て 独 創 的 な 仏 教 体 系 を 構 築 し,チ

チ ベ ッ ト仏 教 界 に 新 た に ゲ ル ク 派 を 創 設 し た.ゲ ル ク 派 教 団 は そ の 後,仏 教 界 の

み な ら ず チ ベ ッ ト政 界 に お い て も 勢 力 を 拡 げ て ゆ くが,そ の 一・方 で,ツ ォ ン カ バ

及 び ゲ ル ク 派 は,そ の 学 説 的 独 自 性 そ し て 恐 ら く は そ の 政 治 的 勢 力 伸 張 の ゆ え に

他 宗 派 の 反 感 を か い,既 に ツ ォ ン カ バ 在 世 中 に 彼 の 学 説 は サ キ ャ 派 の ロ ン ト ゥ ン

(1367-1449)に よ っ て 批 判 さ れ た と も 伝 え ら れ,さ ら に 彼 の 没 後,諸 論 師 に よ っ て

批 判 は 執 拗 に 繰 り返 さ れ た.そ の た め,宗 祖 ツ ォ ン カ バ に 対 す る 他 宗 派 か ら の 批

判dgagpaを 承 け て,ツ ォ ン カ バ の 後 継 者 た ち が 回 答lanを お こ な う こ と に な っ た.

い わ ゆ る"dgaglan"で あ る.

ゲ ル ク 派 に お け る"dgaglan"の 述 作 は,多 くの 論 師 に よ っ て 幾 世 紀 に も わ た っ

て な さ れ た が,最 近 ゲ ル ク 派 の 主 な"dgaglan"を 集 め た 便 利 な 一 冊 がdGaglczjz

助yog∫ わ∫g1・igs(四 川 民 族 出 版 社,1997・12)と し て 中 国 か ら 出 版 さ れ た(C本 と略).

同 書 に は 以 下 の6作 品 が 収 録 さ れ て い る.

1サ キ ャ 派 のNoi-chenKundga'bza血po(1382-1456)の 批 判 を 論 駁 す るmKhas

grubije(1385-1438)作"Norlan",pp.1-68.Cf.東 北No.5462.

2カ ル マ ・カ ギ ュ 派 のKarmapaMibskyodrdoije(1507-1554)の 批 判 を 論 駁 す

るSeratjebtsunpa(1469-1544/46)作"Karlan",PP.69-173.C£ 東 北No.

6841;publishedbyChampaChogyal,NewDelhi,1969.

3サ キ ャ 派 のiSakyamchogdan(1428-1507)とGoramspa(1429-1489)の 批 判

を 論 駁 す るSerarjebtsunpa/PanchenbDelegsnimaの 作"Saklan/Golan"

(SL/GLIIと 略),PP.175-518.Cf.東 北No.6842.

4Goramspaの 批 判 を 論 駁 す る'JamdbyahsdGa'ba'iblogros(1429-1503)作"Go

Ian"(GLIと 略),pp.519-605.Cf.東 北No.6843.

5ド ゥ ク ・カ ギ ュ 派 の'BrugPaPadmadkarpo(1527-1592)の 批 判 を 論 駁 す る

sGomsdesai-chenNammkha'rgyalmtshan(1532-1592)作"'Bruglan",PP.
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607-645.Cfロ ン ドル ラマ 『カーダム派 ・ゲル ク派尊師全集 目録 』全集Vol .

2,西 蔑 蔵文古i籍出版社,p.538,9-10.

6サ キ ャ派や ニンマ派 な どの見解 の相違 を検討 す るdBalmandKonmchogrgyal

mtshan(1764-1853)の 作 品,pp.647-743.CfgSuri'bumdkayｰchug,西 蔵 人民

出版社,No.00858(2).

上 の6作 にはコ ラムパ によるツォ ンカバ中観説批判 を論駁 す る二種 の再批 判書

GLI/IIが 含 まれて いる.筆 者 は現在,サ キ ャ派 によるゲルク派 中観説 批判 と,ゲ

ル ク派 によ るサ キャ派再批判 の研 究 を進 めてい るが,そ の一環 として本稿 で は二

種 の"Golan"の テ キス ト出版や述作 の経 緯 特徴 の一端 を報 告 してお きた い.

II・ は じめに上記4のGLIを 取 り上 げ るこ とに しよ う.

パ ンチ ェ ン ・ソ ナ ム タ クパ作 『新 旧カ ー ダ ム派 史 』(全 集V・1 .11,Mundg・d,

94a2-95b4)な どによる と,著 者 の'JamdbyansdGa'ba'iblogros(別 名で'Jamdbya血s

Legspachos'byor,ガ ロdGa'bloと 略)は,興 味深 い ことに コラムパ と同 じ年 の1429

年 の 生 まれで,諸 師 に就 いて般 若,プ ラマーナ,中 観 律,ア ビダル マ,密 教な

どを学習 し,大 学者 となった.そ の後,サ ンプ ・ラワメーで学習 を続 け,さ らに

デ プン・『ロセ リンで20年 ばか り研鎖 を積 んで,65才(1493年)の ときにデ プン僧

院第8代 座主 とな り,75才(1503年)で 没 彼 の許か らは優れ た弟子 が輩 出 した

が,ダ ライ ラマ2世dGe'dunrgyamtsho(1475/76-1542)も そ の一人 であ る.ま た

著 作活動 として,彼 はデプ ン ・ロセ リンの教 科書yigchaを 多 数著 わ した.最 近出

版 されたgSufz'bumdkaychugに は彼 の著作 として2秩(00534-00535),13作 品 がみ

られ るが,そ の うち比較 的大 きな作 品 を挙 げ るな ら 『現観 荘厳論注 』95枚,『 大

乗 荘厳経論注』87枚,『 中論注』82枚,『 入中論注』57枚(cf東 北No.6846),そ

して今問題 の 『コ ラムパ批 判GLI』57枚 が あ る.

GLIの テ キス ト出版 について.__.言す るな ら,筆 者 は上記C本 のほかに東 北大 学

所蔵 のペチ ャ61枚(G本 と略)を 披見 しえた.G本 は出版記parbyanに よ る とダ

ライ ラマ5世(1617-1682)が 出 版 したもので,出 版 記 には こうあ る.

以上の[出 版願文]は,第 二の勝者である偉大なツォンカバの教宝に対 して栄光あるサ

キャ派の教えを保持する一切知者コラムパ と大学者 シャークチョクの二人が論難し,そ れ

への回答が,文 殊 と異ならないセラとデプンの二人の法主[セ ラ・ジェツンパ とガロ]に

よつて著わされたが……[サ キャ派による]論 難の書物は印刷に処せられていても[ゲ ル

ク派による]、答弁は印刷に処せ られておらず,そ の書物の相続は稀であるから,片 手落ち

のごとくであり,よ って,法 施が尽きることのないために,ガ ンデン・プンツォクリンに
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お暁て出版 したときに,サ ヰルの僧[ダ ライラマ五世]が 綴ったものであう.(G60b5-61a2)

これ に対してC本GLIの 出版記には,

木 の申の歳に大出版所で新たに出版されて,そ こにある.(C605,9)

とあ るのみだが,C本 に含 まれ る他 の作品 の出版記 をみ るな ら,・ここの 「木の 申

の歳sinspreto」 が 第16rabbyunの そ れで1944年 を 指 し,ま た 「大出版所parkha

血chenmo」 が シ ョル大 出版所Zolparkhanchenmoを 指 すの は明 らかであ る.よ っ

て,C本GLIは1944年 の シ ョル版 に基づ く刊本 で ある.

C本 とG本 を比べ てみ る と,C本 は脱文 もあ り(e.g.C531,13,Ggal;C592,5,G

51al-2),や や 杜撰 な刊本 だが,し か し印刷 は鮮 明で,し か もG本 とは異なった読

みを提供 して くれ る点 で間違 いな く有益で あ る.

さ て,前 述 した ようにガ ロ と同い年 の コラムパ は,1468年 に最初 のま とまった

ツォ ンカバ批判 として 『見解・の弁別TSB(サ キ ャ派全書Vol.13)を 著 した.GLI

は そ のiTSを 批 判 したもので,著 作記mdzadbyanに は こ うあ る.

尊 き法王である偉大なツォンカバの独自の体系が諸々の偉大な講説のなかに詳述されてい

るうち,一 般的には帰謬派の体系の注解の仕方と,特 に多 くの見解の急所の内奥に関し

て,自 分の心の対象のなかに納まり切らないということを理由 として,コ ウォの師ソナム

センゲとい う名の者が,文 献資料 と正理によつて考察を加え批判するかたちにして,実 に

大 きな書物の重荷を作った寮,そ のなかでもこのような極 めて不適切な問題点に関して

は,「 それを制圧する答弁を少 しは行わなけれぼならない」 という遠方からの熱心な依頼

も却けられず……ジャムヤン ・ガウェーロ ドゥが,"gser'phyan"と いわれる"火 の女の

酉の歳(1477年)"の 蔵暦7月 の白分に,栄 光あるデプン大僧院において書き記 した.(G

59b6-60a4,C604,20-605,8)

こ こに 「実 に大 きな書物 の重荷yige'ikhursintuchebazig」 と あるが,iTSは

47枚 の 中編作 品だか ら,「 重荷 」 とは分 量的 に大 きい とい うよ り内容的 に重 い と

い う意味ガ ろ う.ま たGLIはiTSの9年 後,コ ラムパ在世 中の1477年 に著わ さ

れてい る.サ キャ派 によるツ ォンカバ 中観説批 判 に対 してゲル ク派 の側 か らの な

された最初期 のdgaglanの 一.つであ ろう.

と ころで,コ ラムパ の本格 的 な ツォ ンカバ 中観説批 判 として 『入 中論 注TN』

(121枚)が あるが,GLIがTNで は な くてiTSを 批 判対象 として取 り上 げた とい

うこ とは,GLI述 作 時にTNが 未 だ著 されて いなかったか らか 庵 しれ ない.

す なわち,よ く知 られて いるよ うにiTSは,は じめに コラムパが常辺 中観説(ト ゥ

ルプパ説),断 辺 中観説(ツ ォンカバ説),離 辺 中観説(自 説)を 要約 して提 示 し,そ
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の あ とに常辺 中観 説 と断辺 中観 説 を批判 し,そ して最後 に自説 の離辺 中観説 を解

説 す る とい う構成 を もつ.そ れ に応 じてGLIは,

〈1>他 説 の陳述が巧 みでない こ とを示 す.(G3b3一,C523,13一)

〈2>他 説 への批判 の陳述 が巧 みで ない ことを示す.(GlOal一,C533,3一)

〈3>自 説 の確 立が巧 みでない こ とを示 す.(G48b5一,C589,2一)

とい う構成 を もち,iTS本 文 を丹念 に引用 しつ つ コラムパ説 を批判 してゆ く.そ の

うち注 目され るのは,〈1>に お いてガ ロが コ ラムパ のツォ ンカバ説 の提 示の仕方

の曖昧 さを執 拗 に追及 してい る点で ある.た とえば冒頭 の一節 には こうある.

[TSの ツォンカバ説を紹介する文脈に],「 中観派の否定対象は,人 と法を真実に存在する

と把握する"真 実有の把握"に ほかならない」(TS,4b6)と 書かれているのは,尊 者 「ツォ

ンカバ」の御教説を字義どおりそのままに確立したものではないから,あ んた自身が[ツ ォ

ンカバの]お 考えを理解した上で提示 した学説 と思われるが,[そ れはあんたが]こ とば

に通 じていない様子をはじめに示しているのだ.(G3b5-4a1,C523,18-21)

ガ ロ が言 うには,コ ラムパ はそ もそ も中観派 の否定対象 に"正 理 の否定対 象"と

"道 の否定対象"が あ るこ とさえ も理解 してお らず
,ま た正理の否定対象 を"真 実

有 の把握bden'dzin"と 捉 えるのも,い かに も厳密 さを欠 く.よ つて,

あんたが語 ろうと望むなら,語 句の述べ方をはじめに学習すべきである.[「 中観派の否定

対象は……」というようなラフな言い方ではな くて],た とえば,「中観派の体系における

勝義を考察する論証因の微細な否定対象は……」 という語句の用い方を学習すべきであ

る.(G4bl,C524,16-18)

と批 判す る.ま こ とに宣戦布告 であ る.

しか しこの種 の批判 はiTSに は有効 で も,TNに 対 して はあま り意味が ない.iTS

とは異 な りTNは ツォンカバ作 『入中論注』 の本文 その もの を豊富 に引用 しつつ

批判 を加 える書物 で あるか らだ.著 作年 は不 明だが,TNの 著 作記 や 『コ ラムパ

伝』(Delhi,p.32)に よ る と,そ れ は コラムパが トゥプテ ンナ ムギェル僧 院を建 立

した1473年 以 後 の作 であ る.た しかにTNに はガ ロの名 は触 れ られてお らず,そ

の論述 内容 は必 ず しもGLIに お ける再 批判 を踏 まえた もの とも思 えないが,し か

し所 引資料 その もの に前主張 を語 らせ る とい うTNの 論述ス タイルはGLIの 批 判

〈1>を 意 識 した結果 とい う可能性 もあ るだ ろ う.

またGLIの 内 容的特徴 の一 つ として,ロ ン トゥンiRonstonSesbyakunrigへ の

言及が比較 的多 くなされてい る点,注 意を惹 く.ロ ン トゥンは コラムパ の師の一

人で,最 初 の ツォンカバ批判者 の一人 として有名 だが,し か し後 によ り有力 なツ ォ
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ン カバ批判者 としてサ キャ派 か らGo/Sak/sTagloの 三 師が出たた め,___.般 に ゲル

ク派論 師の意識 において そのツ ォンカバ 中観説 批判者 として の存在 が軽 く,所 謂

"R
onlan"が 著 され るこ ともなかったが,GLIに,

これほどのきわめて重い矛盾の集まりを,あ んた一人が持ち運ぶことはできないから,尊

師クンリク[=ロ ン トゥン]に もときどき[そ の重荷を]負 わせて速やかに歩んでゆくべ

きである.(G11a3-4,C534,22-23)

な ど と述べ られてい るの は,ガ ロがGLIに お いて 同時 にロ ン トゥン批判 をも目論

んでいた ことを示 してい るだ ろ う.ほ かに,

あらゆる点で蒙昧である"一 ・切を知る者"と,理 解のない"理 解者"と の二人は,業 界を

否定 した悪業により,一 つの帰謬によって塵のように粉砕される.(G24a4,C554,15-16)

kun to rmons pa 'i Kun rig daft, go ba med pa'i Go bo gnis, 

las 'bras bkag pa'i las nan gyis, thal 'gyur gcig gis thal bar byas.

とい う語 呂合 わせ の巧 い詩節 に も,GLI著 作 意図 の一端 が うかがわれ る.

な お,筆 者 はGLIの 後 代 への影響 は未 だ十分 に検討で きて いない.少 な くとも

後述のGLHにGLIが 直 接言及 され るこ とはな い.こ こでは,た だ 『チ ャンキャ

宗義書』(西 蔵蔵学出版社,p.337,21-24)に 言 及 され るガ ロ説がGLI(G26al・6,C

557,5-20)に 見 出 され る ことを付言 す るに止 める.

皿1ガ ロがGLIを 著 してか ら70年 ほ ど後 にセ ラ僧 院の大 立者 ジェッン ・チュ

キギェルツ ェンが 同 じ くコラムパ批判 を企て た.そ の述 作 の経緯 は,弟 子 のデ レ

クニ マ作 『セ ラ ・ジェツ ンパ伝』(Samath,PP.85-87)に よ る とこ うで あ る:カ ル

マ派 の ミキ ュ ドル ジェが他 空 を説 く 『般 若注』 を著 したの に対 して,ゲ ン ドゥン

ギ ャンツォ(ダ ライラマ2世)は それ を論駁 す る必要性 を痛感 し,1541年 頃 にその

論駁書 の述作 をセ ラ ・ジェツ ンパに命 じた;そ れを承 けて後者 は"Karlan"(C本

2)を 著 し,自 著 を ミキュ ドル ジェに献 じた ところ彼 の周辺 において高 い評価 を得

た;ミ キュ ドル ジェか らの依頼 もあ り,セ ラ ・ジェツ ンパ はその評価 を決定 的に

すべ くゲ ル ク派説 の正 当性 の証人 とい う意味 を もたせて新た に"Saklan/Golan"

の 述 作 に取 り掛 かった;"iSaklan"は 完 成 させたが,セ ラ ・ジ ェッンパ に死が迫

り(1544年 没)"Golan"は 冒頭部分 を書 き終 えたに止 まった;死 を前 に して彼 が

"Sakl
an"と 未 完の"Go1an"を ミキュ ドル ジェに献 じた ところ,後 者 をそれ らを

絶賛 した,と.

この伝承 の うち,ミ キ ュ ドル ジェに よる絶賛 は怪 しいが,セ ラ ・ジ ェツンパ の

"G
olan"が 未 完成で あったのは確 かで,GLIIの 著 作記 に,
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[GLIIは],尊 師 ジェツン・チュキギェルッェン・ペルサンボの御著書の[末 完]の 残余部

分が少しばか り残っており,[そ のような]残 余部分が残るのは美 しくないので,「残 りは

おまえが作 りなさい」と・・… ・"タシ"と いうお名前をもつ大法王によって勅令が熱心に

賜われ,ま た多 くの持三蔵者によっても 「そのようにしなさい1と 言われたことを受け入

れて… … デ レクニマが聖観 自在の住処であるバポンカにおいて綴ったものである.(G

236a4-bl,D427,3-428,9C516,8-18)

とあ る ように,現 存GLIIは,師 の遺 業 を弟子 のデ レクニマが完成 させ た ものであ

る(G163b1,D97,13,C413,4以 下 がデ レクニマの作).YabrjesKalldanrgyamtsho

(1607-1677)作 『セ ラ ・ジェツ ンパ伝』(Sarnath,pp.40-41)に よ ると,セ ラ ・ジ ェ

ツンパ はま さに死 の前 日まで"iSaklan/Golan"を 気 に留めていた とい う.無 念 で

あったのだろ う.

な お,デ レクニマ は 『入 中論注』(東 北N・.6839)を 著 してお り,そ こには数 多

くの コ ラムパ批判 がみ られ る.紙 幅 の都 合で論 証 は省 かざ るをえないが.デ レク

ニマ は師セ ラ ・ジ ェツンパ の"Go1an"を 参 照 しつつ 『入中論注』 を著 したのち ,

他 か らの勧 め もあ り,師 の未完 の"Go1an"を 完 成 させた のだろ う.

GLIIの テ キス トとして筆者 は,上 記C本 の ほか に,GLIと 同 じ くダライラマ5

世 がガ ンデ ン ・プ ンツォ ク リンで 出版 したペチ ャG本(東 北N・.6842)と,1969

年 に デ リーで 出版 されたD本(V・1.:i,V・1.II:GLII)を 披 見 しえた.GLIと 同 じ

くGLIIも1944年 に シ ョル版が出版 されたが,C本 とD本 はそのシ ョル版 に基づ

く刊本で ある.C本 をG本/D本 と比 べてみ る と,C本 には脱文,余 文が多 く認 め

られ,杜 撰 な刊本 といわ ざるをえない.

またGLIIの 構 成の特徴 としては,GLIが コ ラムパ のiTSを 批 判対 象 としたのに

対 して,GLIIは コ ラムパのTNを 批判 対象 とし,TN本 文 を豊富 に引用 しつっ批

判 を展 開 す る.内 容 的 には,デ レクニマが 自著 『入 中論 注』(4b3-4)に お い て

Bhaviveka/Jnanagarbhaを 毘婆 沙中観派 と規 定す る点,ゲ ル ク派正統説 か ら逸脱 し

てい る印象 を受 け るが,GLIIに お いて もゲル ク派 の体系 において中観帰謬派 には

自立的論証 が定義上 あ り得 ない にも拘 らず 「Buddhapalitaも 自立的論証 をお こな

う」(Gl85a3,Dl96,13,C444,15以 下)と 述べ るな ど,注 意 を要 す る記述が認 め

られ る.詳 しい分析 は別 の機 会 を侯 ちたい.(注 記割愛)

〈キー ワ ー ド〉 dgag Ian, Go Ian, dGa' blo, Se ra rje btsun pa, bDe legs ni ma

(苫小牧駒澤大学助教授)
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